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※5つ以上の場合は裏面へ

4.関連市民団体等の主な意見及び対応のポイント

参加延べ人数

2
元気なまちづく
り（商業・街の
活性化）(1)

やや遅れている

(R4評価)
・新型コロナウイルス感染症によ
り1件のイベントのみとなったが、
イベント主旨や内容について、来
年度以降の開催に向け検討する
機会となっている。
（総括評価）
・新型コロナウイルス感染症によ
りイベントの開催及び新商品の開
発等低調な年が続いたが、これ
までの成果等について検証し見
直しを行う機会となった。

参加延べ人数

関連市民団体等名称

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

関連市民団体等名称

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

説明
アフターコロナとポストTMOを見据え、元気なまちづくりのための新たな発想やネットワークが必要
となります。中心市街地において、若者による出店が相次いでいるトレンドを捉え、新たなイベント
補助金を創設し、まちの賑わい支援に取り組んでいく。

(R4・総括評価共通)
・新型コロナウイルス感染症に
よる消費者ニーズの変化を注
視し、TMOの解散に伴い、廃
止された事業にかわる新たな
企画等の検討が必要である。
・新商品開発等は容易ではな
くリスクもあり、コロナ禍も相
まって厳しい状況だと思われ
る。

(R4・総括評価共通)
・令和5年度から特別枠イベントに対す
る補助金を廃止し、商店等への継続的
な誘客・売上向上等を図る、商業者等
のグループが自ら行うイベント事業に
対する補助金事業を創設する。併せ
て、新商品開発事業補助金交付要綱
についても事業者が挑戦しやすい内容
に改正し、申請数の増加を図る。
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(R4・総括評価共通)
・中小企業者等の経営安定を図るた
め、アフターコロナを見据え経済情勢
や中小企業者等のニーズを的確に捉
え、信用保証協会及び金融機関等と
の連携を密にして、利用しやすい制度
設計・制度運用等していく。
・人材育成等支援は引続き制度の周
知に努め、事業所数を中心に増やして
いきたい。

商業振興ビジョン

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1
夢・やる気支
援（商業者の
育成・支援）(2)

おおむね順調

（R4評価）
・新型コロナ感染症の影響で資
金需要が増加し、多くの融資あっ
せんにより事業支援を行った。
・不安定な経済状況が影響し、開
業・創業資金等のあっせんは前
年度より減少した。
・人材育成等支援事業補助金
は、計画的に人材育成、経営改
善事業等に取組む事業者の支援
となっている。
（総括評価）
・令和2年からの新型コロナウイ
ルス感染症及び直近1年の物価
高騰等により厳しい経営状況が
続き資金需要が高まっている中
で、中小企業者にとって負担の少
ない制度融資を提供することによ
り経営の安定・事業継続の支援
に繋がっている。
・人材育成等支援事業補助金
は、計画的に人材育成、経営改
善事業等に取組む事業者があ
り、概ね目標を達成している。

(R4・総括評価共通)
・アフターコロナを見据え中小
企業の資金需要状況を的確に
つかみ、状況に応じた制度設
計、制度運用や、保証料・利子
補助等を適正に行っていく必
要がある。
・人材育成等支援は補助金交
付事業所を中心に増やしてい
く必要がある。

進捗
評価 おおむね順調 説明

（R4評価）
・新型コロナ感染症により、移動制限があるなか、新型コロナ関係の交付金を活用したプレミアム
付商品券事業など、広く消費喚起策は実施できた。また、コロナ資金も令和4年度末まで延長し、
資金繰り支援を実施した。TMOの解散は、新たなまちづくりを関係機関と進めるよい機会と捉え進
めていく。
（総括評価）
・令和2年度からの新型コロナ感染症の影響は、まちの賑わいイベントの中止により中心市街地
への求心力が弱まった。また、まちのプロデューサー的機能を有していたTMOが解散したことに
伴い、新たなまちづくりのための仕組みや仕掛けが求められます。事業者支援は、コロナ対策資
金を中心として資金繰り支援や国の交付金を活用した消費喚起や感染防止対策は一定の効果
があった、

今後の重点化
施策番号
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